市民共同方式による,市民がつくり支える地域公共交通の構築　－脱「クルマ社会」を目指す未来戦略の具体的方策 by 土居, 靖範













　（2）えちぜん鉄道－ 2年間の運休後，「第 4セクター化」で再生 




















 立命館経営学（第  巻　第  号）
る
)




りが大きな貢献をした。人口約 0 万人のデンマークには，00 年末現在  万キロワットもの風力発電
が稼働している。設備容量，基数両方のベースで見てもその約 0％以上が生活協同組合を含む市民所有の風
車で占められている。また現在，世界最大の風力発電大国はドイツで，環境と経済の統合を象徴する存在と
なっており 00 年末現在約 ,00 万キロワットもの風力発電が稼働し，そのうち市民風車に相当する所有
形態が全体の  分の  に達している。数値は飯田哲也編『自然エネルギー市場－新しいエネルギー社会のす






























































である。00 年  月，北海道浜頓別町において「はまかぜちゃん」という愛称の市民風車が
運転を開始した。総事業費の約  割が市民出資でまかなわれ，出資以外の寄付も多額に登った。
　事業主体の HGF は，1999 年「生活クラブ生活協同組合・北海道」からこの事業を行うこと
を目的に分離独立したものである。同 NPO の最初の事業は，電気料金に一定の寄付を上乗せ
し，自然エネルギー普及に役立てる「グリーン電力」制度であり，ここで集まった 00 万円




に建設した「市民風車わんず」が 2003 年 2 月 28 日，運転を開始した。「わんず」とは津軽弁で「わ
たしたちのもの」という意味である。GEA が鯵ケ沢町で展開した市民風力発電事業は，出力
00kW の風車により，現在，年間約 00 世帯分の電力を供給している。GEA が中心になっ
































00 年  月
約  億
 千万円
 億 ,0 万円  人
NEDO 新エネ非営利
活動促進事業補助金









00 年  月
約  億
 千万円
 億 0 万円  人
NEDO 新エネ非営利
活動促進事業補助金











00 年  月
（予定）
約  億















00 年  月
（予定）
約  億









 立命館経営学（第  巻　第  号）
利益を還元できることが特徴であり，ここが企業風車と大きく異なる点といえる。分配される
利率は，全国粋が .％，青森県粋が ％，そして地元の鯵ケ沢町粋が ％と，風車の地元に





















基金を設立する，という構想である。00 年  月の配当では， 万円の寄付が集まり， 倍の額である
00 万円が基金となった。地域の課題を解決しようという市民の自発的な活動を助成している。00 年度，




























工事着工 00 年  月 00 年  月 00 年  月 00 年  月 00 年  月








GE Wind Energy 
GmbH GE.s
GE Wind Energy 
GmbH GE.s
定格出力 000kW 00kW 00kW 00kW 00kW
売  電  先 東北電力㈱ 東北電力㈱ 東北電力㈱ 東京電力㈱ 東京電力㈱
総事業費／
基（税抜）
 億 00 万円  億 00 万円  億 000 万円  億 00 万円  億 00 万円
補  助  金
独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）より 00 度地域新エネルギー導
入促進事業補助金交付決定済































　その後の市民風車は北海道・東北で建設され，00 年末までに計  基になり，出資した市















進歩エネルギー」（原亮弘社長）が，約  億 000 万円をかけ設置した。環境省のモデル事業として得た国の
補助金を除き，約 000 万円は一般の出資金だ。発電した電気は各施設で使い，残りを中部電力に販売する。
昨年  年間で，約  万キロワット時（約 0 世帯分）を発電。うち約  割を販売した。
　　出資方法は一口 0 万円と 0 万円の二通り。一口 0 万円の場合は 0 年間で，0 万円の場合は  年間で
出資金を返済し，それぞれ年 ％，.％の利回りで利益を分配する計画だ。
　　太陽光発電分の約 000 万円を含め，商店街で行う省エネ事業費など資金約  億円を，同社は同市民 0 人




 立命館経営学（第  巻　第  号）
出資が広がっている。風車の設置場所は地理的要素等に左右されるが，出資という形なら活動
は無限に広がる。経済要素を加えた新しい形の市民環境運動が，日本の未来を動かそうとし
ている。そして 00 年には青森，秋田，茨城，千葉に合計  基の市民風車が建設され，運用
も  部で開始している（表 - 参照）。この  基の市民風車の建設は「市民風車ファンド 00」
と呼称され，出資額は  口 0 万円で，青森（ 基），秋田（ 基），茨城（ 基），千葉（ 基）に












線を中心に 0 年代から本格化してきた。00 年以降はバス事業の規制緩和がとられたこ
万キロワット






















るコミュニティバスの増加があげられる。ある調査（1999 年 3 月時点の集計）では，コミュ
ニティバスを導入している市町村の数は，全国で 0 に及んでいるし，その後も増加している。






　このバスは武蔵野市が  年  月から , 地元関東バスに運行を委託し開始したもので，
 人乗りのミニバスを使って，JR 中央本線・京王井の頭線の共通駅吉祥寺駅と住宅街を 0




野市ではその後  年  月に第  路線，000 年  月に第  路線，00 年  月第  路線を









































路　線　名 運行開始日 年間利用者数（00 年度）
 号路線　吉祥寺東循環  年  月  日 ,. 人／日　. 人／便
 号路線　吉祥寺北西循環  年  月  日 ,0.0 人／日　. 人／便
 号路線
境南・東循環 000 年  月  日    . 人／日　. 人／便
境南・西循環    . 人／日　. 人／便
 号路線　三鷹駅北西循環 00 年  月  日    . 人／日　. 人／便
 号路線
境西循環 00 年  月  日    . 人／日　. 人／便
境・東小金井線 00 年  月  日    . 人／日　. 年／便
表 2-1　東京都武蔵野市のムーバス 5路線の概要








年  月から走り始めたものである。 万  千人の住む醍醐地域（0 の小学校区からなる）をカバー
する， 路線の本格的なバスネットワークである。
　このコミュニティバスは，京都市地下鉄の醍醐駅と民間病院を起点に，車のすれ違いにも苦
労する住宅地内の細い道を通り地域をきめ細かくめぐる  路線で，総延長は約  ｋｍである。
平日は朝  時すぎから夜  時まで約 0 便，休日は 0 便を，住民組織から委託された民間
バス会社のヤサカバス（京都の大手タクシー事業者の彌栄自動車が路線バス事業へ進出のために設立し
た子会社）が運行している。完全パターンダイヤ（毎時同じ時間に運行）の採用で  時間，0 分，
0 分間隔でのダイヤは極めてわかりやすい。乗り換えパターンもととのっている。
　運賃は均一で 00 円，一日券は 00 円となっている。醍醐地域 0 校区の自治町内会連絡協
議会や  つの地域女性会などでつくる NPO 法人「醍醐地域にコミュニティバスを走らせる市
民の会」が運営主体である。
　開業以来利用者数は一日平均乗車人数の目標とされた 00 人を上回って順調に推移し，
















ンネルの「難問解決・ご近所の底力」で「バスも鉄道もない／生活の足が欲しい」のテーマで 00 年 0 月
0 日放映された際のテロップ文より）。この NPO の名称は　生活バス四日市である。
  　なお 00 年  月から愛知県小牧市の桃花台ニュータウンでまったくの任意団体である「桃花台バス運営会」
による運行が会員制で行われている。また地域協議会方式でのバス運行は，東北諸県をはじめ全国で多数事
例がある。
0 立命館経営学（第  巻　第  号）



































向調査や，ルートやバス停位置等を検討する集会をたびたび重ね，00 年  月にはヤサカバス
と「市民の会」および地域の主要な法人・団体である総本山醍醐寺と医療法人医仁会武田総合
病院，醍醐駅大型商業総総合施設パセオ・ダイゴロ （ー東館・西館）とが運行に関する契約を締結，







　　4号線：醍醐駅～醍醐寺～柿原町～醍醐寺～醍醐駅（循環）／ 20 ～ 40 分間隔
　このコミュニティバスは，住宅地と地区内の鉄道駅・公共施設・商業施設・病院等を結ぶも
ので，既存バス路線とはできる限り重複しないようなルートとしている。地下鉄醍醐駅とそれ
に直結した商業施設を起点にした  路線で，昼間時間帯には 0 分～  時間間隔の完全パター
ンダイヤ（毎時同じ時間に運行）による， 日約 0 便の本格的ネットワークとなっている。運

















一日乗車券 00 円の運賃であるが，これだけではまかなえない。先にあげた  つの主要な法人・
団体からのまとまった協力金，その他の地域の事業者からの協力金・広告料などの収入で補っ





























































 立命館経営学（第  巻　第  号）
に意欲ある事業者をパートナーにして実現出来た好例である。
（2）神戸・住吉台くるくるバス  















































　運賃は大人 00 円，小人 00 円であり，定期券も各種そろっているが  日乗車券はない。


























































道の「新湊港線」の  路線に分かれているが，一体の路線として運行されている。 世紀，天
平時代に越中国守として「万葉集」の編者である大伴家持が赴任し，数多くの歌を残したこ
とに因んで，加越能鉄道時代の 0 年に「万葉線」という愛称が付けられた。 
　高岡駅前―越ノ潟の .km を結ぶ万葉線は，富山地方鉄道が  年  月に地鉄高岡―米
島口，伏木線・米島口―伏木港を開業したことに始まる。 年  月に新湊（現：六渡寺）ま








































（注）     ●印はこの節でとり上げた事例である。
（出所）環境自治体会議編刊『環境自治体白書』（00 年版），0 ページの表  を修正して引用。
 立命館経営学（第  巻　第  号）
で全通し，射水線（新富山―新湊）と接続して，高岡―富山で直通運転が行われていた。その後，
高岡市内のバス路線が富山地方鉄道から関連会社の加越能鉄道に譲渡された  年  月に，
高岡駅前―六渡寺間が加越能鉄道に譲渡され，さらに富山新港建設に伴い  年  月に，射















にくつがえし，鉄道存続の賛同者を増やしていった。 年の間におよそ 0 カ所で出前講座を
開催している。この学習効果で地域では少しずつ鉄道の存続を求める声が高まっていった。
　住民のこうした声を受けて，第  セクター会社のもとで路線存続を図るとの決定が 000 年


































　00 年  月  日より LRV を  編成，その後同年  月  日に  編成を導入したのだが，導





最終的には JR 城端線，JR 氷見線も含めた総合交通ネットワーク体制の確立が必要との意見
もある。
（2）えちぜん鉄道－ 2年間の運休後，「第 4セクター」化で再生













0 立命館経営学（第  巻　第  号）
道が必要であるというコンセンサスが形成されていた。こうした住民の鉄道存続の声が高まり，
00 年  月に県と沿線  市町村では，第  セクターによる鉄道の存続が合意され， 月に「え
ちぜん鉄道株式会社」が設立され，00 年  月に鉄道事業譲渡譲受の認可を受けた。京福電
鉄に出されていた「安全確保に関する事業改善命令」は，えちぜん鉄道に引き継がれ，開業に
先立って自動列車停止装置の完備，安全に関わる設備の改善と，運転士の安全教育の徹底を実
施した。その後，00 年  月に部分開業，0 月に全線開業を果たした。
　市民共同方式で存続が決まったえちぜん鉄道は地域共生型の企業として，安全なサービスと
自立存続を経営理念にかかげ，安全性向上の他，利用者数増加，サービス強化に様々な取り組
みを行っている。徹底したコスト削減の努力によって，京福電鉄時代と比べておよそ  分の 
の経営体制となり，00 年度目標の年間利用者数 0 万人をほぼ達成し，今後は 00 年度

























された。さらにこの第  セクターには市民団体や商店街など，住民が総額 000 万円を出資し，
いわゆる「第  セクター」という形を作り上げ，株主として積極的に経営に参加しているの
も大きな特徴といえる。

























 ）富山県の総合計画課が 00 年  月に作成した富山ライトレールの資料によると，
　，開業に必要な事業費は　約  億 00 円（内，県負担は約 0 億 00 円）
　，富山ライトレールの資本金合計  億 00 万円（県：市：民間＝ ：： ＝ 000 万円： 億 00 万円：
　 億 00 万円）
　，基金　 億 000 万円（県：市：JR：民間＝ 000 万円： 億 00 万円： 億円：00 万円）
（次頁へ続く）






線住民運動が大きく展開され，その結果第  セクターとして再生したが，実質は「第  セクター」
の性格をもつのと対照的である。富山ライトレール㈱はそれと大きく違うので，従来型の公私
混同企業が持つ悪い面が噴き出てくるのを憂う。




















　　工事費  億円と車両費  億円（財政区分は国  億 00 万円，県  億 0 万円，市  億 0 万円，
富山ライトレール  億 000 万円）。ただし富山ライトレール分は全額富山市からの補助金。
　，初期投資の財源　
　　工事費  億円は，連続立体交差事業  億円，路面電車走行空間改築事業  億円，LRT システム整備費
補助金など  億円，その他  億円。車両費  億円は，連続立体交差事業 0 億円，LRT システム整備費補
助金など  億円，その他  億円）。
市民共同方式による，市民がつくり支える地域公共交通の構築（土居）















　貴志川線は，和歌山市と隣の貴志川町（00 年  月に隣接  町と合併し「紀の川市」となっている）




南海は 00 年  月に廃線意向を表明，00 年  月に  年後の廃止を国土交通省に届け出た。
　こうした中  月  日の NHKTV（ チャンネル）での放映で，市民から大きな反響が出たこ
とを受け，和歌山県，和歌山市，貴志川町などが存続に向けた対策を早速協議し，県が鉄道施
設用地を南海から買い取り，運行や保線などの事業は別の事業者に任せる方式を導入すること，





た。00 年  月に応募者のプレゼンテーション等の審査で「岡山電気軌道株式会社」が選定
された。その後，岡山電気軌道株式会社が 00％出資する「和歌山電鐵株式会社」が設立され，
同年  月には，和歌山県，和歌山市，貴志川町，南海電気鉄道株式会社および和歌山電鐵株
 立命館経営学（第  巻　第  号）
式会社の  者により「貴志川線存続に関する基本合意書」が締結され，この合意書に基づき，


















　　鉄道用地は  億  千万円で和歌山市及び貴志川町（現在は紀の川市）に譲渡し，和歌山電鐵株式会社が無
　償で借り受ける。
　．譲渡譲受予定日






















































廃止することが出来るようになった。00 年まで  年間で廃止になった路線は  で今後も
増え続けると見られている。
　これまでの廃線は地方の中小事業者が大半であったが，000 年度の規制緩和以降は大手私
鉄の大都市周辺部のほか，JR の地方交通線，第  セクター鉄道など，全国各地で鉄道事業の
撤退が増加している。
　主な廃止路線をあげると，次のようになっている（順不同）。
JR 西日本　可部線（広島県）可部～三段峡　.km　00 年  月 0 日
名古屋鉄道　谷汲線（岐阜県）黒野～谷汲　.km　00 年  月 0 日
　　同　　　八百津線（岐阜県）明智～八百津　.km　00 年  月 0 日
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　　同　　　竹鼻線（岐阜県）江吉良～大須　.km　00 年  月 0 日
　　同　　　揖斐線（岐阜県）黒野～本揖斐　.km  00 年　 月 0 日
　　同　　　三河線（愛知県）碧南～吉良吉田　.km　00 年  月  日
　　同　　　　同　　猿投～西中金　.km  00 年  月  日
下北交通　　大畑線（青森県）下北～大畑　.0km　00 年  月  日









　岐阜の名鉄市内線（美濃町線など数線の総称）は （明治 ）年  月  日の開業であるが，
近年は名鉄本社の経営で毎年  億円に及ぶ赤字を，度重なる廃止によって圧縮してきた。
　最後は岐阜市内線（岐阜駅前～忠節）の約 km と直通する揖斐線（忠節～黒野）の約 km，
美濃町線（徹明町～関）の km，田神線（田神～競輪場前）の約 .km が存在した。
会社名 岐阜新鉄道（株） 太田川鉄道（株） 能登あすなろ鉄道（株）＊仮称＊
所在地 岐阜県岐阜市内 広島県山県郡安芸太田町加計
設立年月 00 年５月中 00 年  月 未設立
資本金 000 万円 000 万円  億円（予定）
株式数・株主 00 株・ 名 地元企業 0％，地元外企業 ％，個人 0％（予定）
代表者 広瀬　武男（サン・ストラッセ代表） 山根　弘司




















に確定し 00 年  月  日廃止された。










00 年  月  日現在基金が  名から合計金額  万円集まっている。
（2）可部線廃止路線－太田川鉄道 










　（） この運動は，路面電車など旧名鉄  線の再生のための最後の機会づくりであること
　（）  月からはじめ，0 月末日までの  ヶ月間で， 万人余りの声と力を頂きたいこと。
　（） かつて  万人の署名が効力を発しなかったなかで，0000 円，という具体的な痛みを市民が共有する
　取組みであること
　（） 路面電車など  線を運営する事業会社が成立した際に初めて，集めた基金を拠出すること
　（） どんどん増える，多彩な呼びかけ人が，願いを込めて輪を広げようとしていること
　（） 路面電車再生応援クーポンがつけられており，沿線の支えたいと考える店舗が協賛していること





　（0） 基金の金銭管理は  重のチェック体制と税理士の監査を組み込んでいること　　　　　　　　　以上




　廃止になった広島県の JR 可部線の一部区間（可部～三段峡 .km）を地域振興の為に鉄道















　石川県「のと鉄道」の輪島～穴水刊 0.km の廃止・バス転換が，00 年  月  日に実施
された。旧国鉄の分割・民営化で  の第  セクター鉄道に移管された路線が，部分的とはいえ，
廃止されるのは今回初めてで，新しい局面を迎えることになった。000 年  月  日の鉄道事
業法改正の施行で，大幅な規制緩和策が打ち出され，第  セクター鉄道は今試練の時を迎え，
その困難な経営をどう維持するべきかが改めて問われている。
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民間レベルで立ち上げようとしており，これからの公共交通にとって重要な試みであると思わ
れる。
お　わ　り　に
　以上，市民（住民）共同方式による市民（住民）がつくり，支える地域公共交通の状況およ
び課題等について，見てきた。
　市民風力発電事業と，地域交通システム運営事業との相違や共通点について，今回言及しな
かった。前者の成功の背景には，「自然エネルギー電力の買い取り制度」がキーと指摘されて
いる。地域交通システムの成功のカギは，「地区交通計画の策定と財政的裏付けのある実現制度」
と考えている。
　「自分たちで地域に合った公共交通サービスを運営していこう」という住民意識のたかまり
が各地で茫洋と広がり，量が質に転化し，市民風力発電のように昇華されることが期待される。
　地域によっては公共交通機関がない地域がもともとあったり，公共交通機関が無くなってし
まった地域もあり，市民（住民）共同方式で「乗合タクシ－」や NPO の有償移送サービスを
構築した地域も多い。そうした「乗合タクシ－」方式や NPO 有償移送サービスの現状と課題
について，本稿で検討するべきであったが，紙幅の点で今回は割愛した。
